




〈要約〉長崎県では各医療機関受診の妊婦に対し 1987 年 8 月から HTLV-1 感染のマススク

リーニングを行なっている。妊娠の 24週以後に採血し検査申込書と共に第 1次検査機関へ

送付する。第 1 次検査(スクリーニング)は凝集法で行なっている。多くは公的・私的な 1

次検査機関で実施されている。陽性あるいは疑陽性例は確認のために長崎大学医学部細菌

学教室へ検体と申込書が集められる。蛍光抗体法(IF 法)Westem blot 法にて陽性例の最終

確認を行なっている。なお、離島の一部の地区で`は離島医療の中核病院となっている国立

長時中央病院へ検体が送付され、1 次検査(スクリーニング)と確認検査(IF)を行なってい

る。陽性例では提出医宛に親展封書にて報告しており、個人の秘密保持に配慮している。 


